
不
動
産
な
ん
で
も
相
談

【
遺
言
っ
て
ど
ん
な
人
が
必
要
な
ん
で
す
か
？
】

今
回
は
、
前
回
の
続
き
で
す
。
で
は
早
速
後
半
戦
に
参
り

ま
す
。

【
こ
ん
な
方
は
遺
言
が
必
要
】

一
、
お
子
様
が
い
な
い

二
、
前
妻
に
引
き
取
ら
れ
た

子
供
が
い
る

三
、
相
続
人
に
行
方
不
明
が

い
る

四
、
息
子
の
嫁
に
財
産
を
残

し
た
い

五
、
あ
の
子
だ
け
に
相
続
さ

せ
た
い
（
妻
の
連
れ
子
に
財

産
を
残
し
た
い
）

六
、
内
縁
の
妻
に
財
産
を
残

し
た
い

今
回
は
四
、
嫁
に
財
産
を
残

し
た
い
、
か
ら
で
す
。
こ
れ
は

よ
う
す
る
に
相
続
人
以
外
の

第
三
者
に
財
産
を
譲
る
と
言

う
意
味
で
す
。
お
嫁
さ
ん

じ
ゃ
な
く
て
も
極
端
な
話
、

近
所
の
○
○
さ
ん
に
良
く
し

お客様からの生の声

地
域
イ
ベ
ン
ト
情
報

て
も
ら
った
の
で
、
○
○
さ
ん

に
譲
る
、
で
も
良
い
の
で
す
。

但
し
、
相
続
人
が
い
る
場
合
は

争
い
の
元
に
な
る
の
は
目
に
見

え
て
明
ら
か
で
す
。
普
段
か
ら

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
事

で
す
よ
。

五
、
あ
の
子
財
産
を
譲
り
た
い

（
妻
の
連
れ
子
（夫
と
血
縁
関

係
な
し
）
に
財
産
を
残
し
た

い
）場
合
、
連
れ
子
は
養
子
縁

組
し
な
い
限
り
相
続
権
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
財
産

を
譲
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
遺
言

書
に
ち
ゃ
ん
と
名
前
を
載
せ
る

か
、
養
子
縁
組
を
し
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。

＊このお客様からの生の声は、私共がお世話させて頂き
ましたお客様よりアンケートで寄せられたものです。質問
は「当社に対しての意見、要望（お叱り・クレームな
んでも結構です！勿論お褒めも！）」と言う内容です。

発
行
所

加
来
不
動
産
（有
）

発
行
者

加
来

寛

小
倉
南
区
守
恒
二-

一-

十
七

(093

）九
六
二
―
五
八
一
一
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今月に入って急に忙しくなってきました！お客様からの生の声も全て載せられませんので、中

でも特にインパクトのある内容を厳選させて頂きました。ありがとうございます！

【
お
役
立
ち
花
見
グ
ッ

ズ
を
ご
紹
介
】

遺
言
後
半

六
、
内
縁
の
妻
に
財
産
を
残

し
た
い
場
合
、
基
本
的
に
は

内
縁
の
妻
に
は
相
続
権
は
あ

り
ま
せ
ん
。
相
続
人
が
い
な
け

れ
ば
相
続
財
産
を
受
取
れ
る

可
能
性
は
な
く
は
な
い
で
す
が
、

手
続
き
そ
の
他
で
か
な
り
の
時

間
を
要
し
ま
す
。
ま
た
相
続

人
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
ず

相
続
権
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
ま
あ
、

こ
の
六
の
ケ
ー
ス
の
場
合
は
ど

ち
ら
に
し
て
も
注
意
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

以
上
が
遺
言
書
を
書
い
て
お

い
た
ほ
う
が
良
い
方
の
代
表

的
な
例
で
す
。
ど
ち
ら
に
し

て
も
大
な
り
小
な
り
不
動

産
・預
貯
金
を
も
って
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
ご
健
在
の
内
に

キ
チ
ン
と
し
て
お
く
の
が
残

す
人
の
責
任
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
た
ま
に
「自
分
は

い
な
く
な
れ
ば
後
は
子
供
た

ち
に
任
せ
る
か
ら
気
に
し
て

い
な
い
。
」と
言
わ
れ
る
方
が

い
ら
っし
ゃ
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ

と
き
つ
い
言
い
方
を
す
れ
ば
、

そ
れ
は
無
責
任
と
し
か
言
い

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自

分
が
い
な
く
な
った
あ
と
で
子

供
達
が
争
い
を
起
こ
し
て
仲

が
悪
く
な
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
財
産

が
絡
ん
で
く
る
と
子
供
達
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
な
り
ま

す
。
実
際
は
そ
の
奥
様
や
ご

主
人
が
口
を
挟
ん
だ
り
横

槍
が
入
る
ケ
ー
ス
は
往
々
に

し
て
あ
り
ま
す
。
相
続
の
話

を
す
る
の
は
立
場
上
出
来
な

い
方
も
い
ら
っし
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
と
き
は
自
分
以

外
の
方
で
話
が
出
来
そ
う
な

人
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
事

が
起
こ
って
か
ら
で
は
後
の
祭

り
で
す
。
今
の
内
か
ら
し
っか

り
と
考
え
て
い
た
ほ
う
が
良

い
と
思
い
ま
す
。
（裏
へ
）

☆
防
寒
・
・
・使
い
捨
て
カ
イ

ロ
、
マ
フ
ラ
ー

☆
衛
生
・
・
・ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ

☆
飲
食
・
・
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト

味
噌
汁
、
ス
ー
プ
系

☆
便
利
・
・
・小
さ
な
枕
、
バ

ス
タ
オ
ル
、
空
気
を
入
れ
る

ク
ッ
シ
ョ
ン

☆
「
足
立
公
園
」
・・
・
小
倉

北
区
寿
山
町
・
西
鉄
バ
ス

「
森
林
公
園
入
口
」下
車
徒

歩
十
分

＊
桜
の
ト
ン
ネ
ル

と
な
り
ま
す
よ
！

☆
「
河
内
貯
水
池
」
・・
・
八
幡

東
区
大
字
大
倉
・
西
鉄
バ
ス

堰
堤
前
～
南
河
内
の
間
で

下
車

＊
貯
水
池
に
映
る
桜

が
見
事
で
す
！

今月は皆、大忙
しです！



遺
言
状
の
二
種
類
の
説
明
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
結

局
ど
ち
ら
が
良
い
か
？
と
聞

か
れ
る
と
、
間
違
い
な
く
「公

正
証
書
」に
軍
配
が
上
が
り

ま
す
。
多
少
の
費
用
は
か
か

り
ま
す
が
（相
続
金
額
に
よ

り
金
額
は
変
動
し
ま
す
）、

後
々
間
違
い
は
起
こ
り
に
く

い
と
思
い
ま
す
。
自
筆
証
書
の

場
合
は
上
記
に
も
書
い
て
あ

り
ま
す
が
、
遺
言
の
内
容
に

不
備
が
多
い
た
め
結
局
は
遺

言
通
り
に
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
若
干
の
費
用
と

時
間
で
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

く
の
で
あ
れ
ば
「公
正
証
書

遺
言
書
」を
お
奨
め
い
た
し

ま
す
。

ま
た
自
筆
証
書
、
公
正
証
書

と
も
に
実
際
の
詳
し
い
書
き

方
は
、
専
門
家
の
方
に
聞
い

た
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
後
ろ
に
「公

証
役
場
」の
連
絡
先
と
司
法

書
士
の
先
生
の
連
絡
先
を
お

知
ら
せ
し
て
お
き
ま
す
。
勿

論
、
私
の
と
こ
ろ
で
も
ご
相

談
は
承
る
こ
と
が
出
来
ま
す

よ
。
是
非
ご
相
談
下
さ
い
。

○
公
証
役
場

五
六
一-

五
０
五
九
（
小
倉
）

六
七
一
‐
二
六
九
八
（
八
幡
）

三
二
一
‐
四
一
四
五
（
門
司
）

○
大
賀
雪
子
司
法
書
士
事

務
所
（
守
恒
本
町
）

九
六
一
‐
三
二
二
五

私が人生の師と仰ぐ、北九州市八幡西区在住の池田繁美氏（現
在㈱池田ビジネス代表取締役、経営コンサルタント、素心塾塾長）
の本です。池田氏の言われることは全て誰にでも出来ることです。し
かしそれを続けるとなるとなかなか難しいものです。例えばこの書籍の
中でこう言っています。仏教で言う「布施」とありますが、これはなにも
金銭的なものだけではない、と。布施にも「和顔施（わげんせ）」という
ものがあり、笑顔で人に接することもお布施であるという考え方がありま
す。ニッコリすることで相手を和ませ、そして自分の心も豊かになれると
いうことでしょう。笑顔で人に接するだけでお布施になる！？と最初は
思っていましたが、実際に意識するとついつい自分の気分で仏頂面
になったり、不機嫌になったりと周りの人に知らず知らずのうちに嫌な
思いをさせていることに気付きました。人の感情は良くも悪くも伝染する
ものです。ならば、いつどんなときでも笑顔を絶やさずに、周りの人にも
笑顔を伝染させていけたら良いな、と思います。私は元来自分勝手
な性格なので、周りの人に迷惑を掛けてしまうことが多々あります。特
に妻には・・・（苦笑）。少なからず周りの人には不快な思いをさせるこ
とは避けたいと思います。いつでも笑顔を！をモットーにこれからも顔
晴っていきたいと思います。

先月グッときた本の紹介

池田 繁美 著 モロラジー研究所

加
来
感
動
日
記

先
月
の
課
外
活
動

『 素心のすすめ 』

【
先
月
読
ん
だ
書
籍
】

「
素
心
の
す
す
め
」
池
田

繁
美
著

モ
ノ
ラ
ジ
ー
研
究

所「
斎
藤
一
人
の
お
悩
み
解
決

魔
法
の
言
葉
」
小
俣
和
美
著

東
洋
経
済
新
版
社

「
ア
パ
マ
ン
経
営
・節
税
テ
ク

ニ
ッ
ク

こ
れ
が
す
べ
て
で

す
」
鹿
谷
哲
也
著

新
評
論

「
は
じ
め
て
の
リ
ー
ダ
ー
ズ

ノ
ー
ト
」
石
野

誠
一
著

明
日
香
出
版

「
自
分
の
伸
ば
す
「実
践
」

コ
ー
チ
ン
グ
」
藤
田
完
二

著
他
二
名

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

社

遺
言
の
大
切
さ
が
何
と
な
く

で
も
ご
理
解
い
た
だ
け
た
？
と

こ
ろ
で
次
は
肝
心
な
書
き
方

を
大
ま
か
に
説
明
し
ま
す
が
、

そ
の
前
に
遺
言
を
書
く
た
め

に
も
最
低
条
件
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「痴
呆
等
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
」で
す
。
遺
言
書
を

書
く
に
は
最
低
で
も
、
遺
言

の
内
容
を
ご
自
分
で
伝
え
ら

れ
な
け
れ
ば
遺
贈
や
遺
言
は

出
来
ま
せ
ん
。

遺
言
の
書
き
方
で
す
が
、
大

き
く
分
け
て
二
種
類
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「自
筆
証
書
」と

「公
正
証
書
」で
す
。
自
筆
証

書
は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、
自

分
で
遺
言
内
容
を
書
き
ま
す
。

そ
し
て
公
正
証
書
は
公
証
人

に
頼
ん
で
作
成
し
ま
す
。
ど

ち
ら
も
メ
リ
ッ
ト
・デ
メ
リ
ッ

ト
あ
り
ま
す
の
で
、
簡
単
に
ご

紹
介
し
て
み
ま
す
。

【自
筆
証
書
の
メ
リ
ッ
ト
】
・・
・

・作
成
す
る
と
き
は
面
倒
な
手

続
き
が
必
要
な
い

【自
筆
証
書
の
デ
メ
リ
ッ
ト
】

・死
後
に
家
裁
に
よ
る
検
認
が

必
要

・相
続
人
の
調
査
が
必
要

・内
容
の
不
備
が
多
い

【公
正
証
書
の
メ
リ
ッ
ト
】
・・
・

・死
後
の
手
続
き
が
簡
単

【公
正
証
書
の
デ
メ
リ
ッ
ト
】

・証
人
立
会
い
等
が
必
要

・費
用
が
か
か
る

【
加
来
寛
の
感
動
体
験
】

上
で
も
紹
介
さ
せ
て
頂
い
た

池
田
先
生
よ
り
、
食
事
に
誘

って
頂
き
、
食
事
の
楽
し
み
方
、

分
か
る
範
囲
で
の
礼
儀
作
法

な
ど
直
々
に
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。
あ
っと
言
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
、
緊
張
し
ま
し
た
が

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

【
山
川
晴
生
の
感
動
体
験
】

二
月
十
五
日
は
私
の
誕
生

日
！
２
７
歳
・今
年
か
ら
や
っ

と
誕
生
日
ら
し
い
日
を
過
ご

せ
ま
し
た
。
今
ま
で
は
子
育
て

に
追
わ
れ
誕
生
日
ど
こ
ろ
で
は

な
か
った
で
す
が
、
今
年
は
子

供
達
が
飾
付
け
を
し
た
り
、

絵
を
描
い
て
く
れ
た
り
し
て

本
当
に
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
子
供
の
成
長
が
楽

し
み
で
す
。

【
加
来
ゆ
か
り
の
感
動
体
験
】

も
う
す
ぐ
春
。
心
が
ウ
キ
ウ
キ

す
る
季
節
で
す
ね
。
最
近
、
健
康

も
兼
ね
て
、
「し
ょ
う
が
紅
茶
ダ
イ

エ
ッ
ト
」に
は
ま
り
、
毎
日
４
～
５

杯
飲
み
続
け
る
こ
と
約
１
ヶ
月
。

何
と
体
重
が
絶
頂
期
か
ら
比
べ

る
と
マ
イ
ナ
ス
４
キ
ロ
ダ
ウ
ン
♪
と

と
て
も
幸
せ
な
体
験
を
し
ま
し

た
。
え
～
！
し
ょ
う
が
紅
茶
で
？

と
思
う
方
も
い
ら
っし
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、
本
当
の
こ
と
で
す
。
作

り
方
は
い
た
って
簡
単
。
紅
茶
に

し
ょ
う
が
す
り
お
ろ
し
（小
さ
じ

一
杯
）
、
チ
ュ
ー
ブ
で
も
可
を
入
れ

る
だ
け
。
単
純
な
私
に
は
も
っ
て

こ
い
の
レ
シ
ピ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
ま
～
す
♪

【二
月
三
日
】
・
・
・博
多
都
ホ

テ
ル
に
て
「
小
山
昇
の
経
営

実
践
学
セ
ミ
ナ
ー
」受
講

【二
月
十
五
日
】
・
・
・サ
ン
ス

カ
イ
ホ
テ
ル
に
て
素
心
塾

（素
心
塾
と
は
、
素
直
な
心

を
学
ぶ
事
を
目
的
と
し
た
場

で
す
。
宗
教
等
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

【
二
月
二
十
二
日
】
・・
・小
倉

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
に
て

「
相
続
時
精
算
課
税
制
度
」

受
講

【
二
月
二
十
四
日
】
・・
・国
際

会
議
場
に
て
「宅
建
協
会
講

習
会
」参
加




